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地域の公共施設のこれからを考えるワークショップ

坂井輪地域の公共施設の現状・課題（案）

■市全体の課題

昭和５０年代に整備された公共施設の老朽化が進み、修繕や建替えの時期が一斉に到来しますが、すべての公共施設を維持していくことは困難な状況が予測されています。

■坂井輪地域の課題

これまでの区政懇談会などから地域のみなさんとの対話を通じ、市へ寄せられた意見をもとに、市全体の課題に加えて、坂井輪地域の課題を下記のように、たたき台として整理しました。

分  類 内  容

施設の維持更新  維持管理費がそんなに膨大にかかるとは知らなかったので、それならば早急に再編すべき（Ｈ３０世論調査） 

 赤字がひどい施設や使わない施設を維持するメリットを感じない（Ｈ３０世論調査） 

 これから人口が減っていくので、ムダな施設はどうすべきか考える必要があると思う（Ｈ３０世論調査） 



安心・安全  学校の登下校やひまわりクラブへ通うときに、子どもが安全に移動できるか心配

 大規模な災害では、安心して避難できる避難所運営が重要



子育て環境  人口減少に対応するまちづくりとして、子育てしやすい環境づくりが重要

 区役所以外に利用する公共施設が周囲にない。若い人向け、子ども（未就学児）向けの施設が近くに欲しい（Ｈ３０世論調査）



地域の活性化  地域の茶の間など、地域の絆づくりや支え合いのしくみづくりが重要







資料３

地域別実行計画では、みなさんから届いた地域の課題を解決できるような公共施設の今後の

あり方を検討していきたいと考えています。坂井輪地域の課題について教えてください。


